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第三者割当により発行される株式の募集に関するお知らせ 

 

当社は、平成 22 年 11 月 12 日開催の当社取締役会において、下記のとおり第三者割当により発行さ

れる株式の募集を行うことについて決議いたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 
 
 
１． 募集の概要 

（１）発行期日   平成 22 年 11 月 29 日 

（２）発行新株式数  普通株式 

（３）発行価額   １株につき 102,111 円 

（４）発行価額の総額   163,377,600 円 

（５）資本組入額  １株につき 51,055.50 円 

（６）資本組入額の総額  81,688,800 円 

（７）募集又は割当方法  第三者割当の方法によります。 

割当先および割当株式数は次のとおりです。 

     株式会社ディー・エヌ・エー       1,600 株 

（８）その他       該当事項はありません。 

 

 

２． 募集の目的及び理由 

当社グループは、「優れたヒューマン・インターフェースとアプリケーションの創造を通じた

真に豊かなコンピューターライフの実現」を企業理念とし、３D レンダリングエンジン・ソフト

ウエア「MascotCapsule®」の提供を中心に、ミドルウエア事業、アプリケーション事業の２つの

事業セグメントによる事業展開をしております。 

 



ミドルウエア事業においては、主力製品である「MascotCapsule」を国内外の携帯端末及び携帯

端末向けチップ等へライセンス販売及び「MascotCapsule」の技術を活用した受託開発業務を行な

ってまいりました。 

アプリケーション事業においては、当社の主力製品である「MascotCapsule」に代表される３Ｄ

グラフィックスの技術やキャラクターデザイン力等を活用した、ＩＴサービスやコンテンツの受

託開発、運用受託等を行なってまいりました。 

当社グループの事業のこれまでの収益の中心であった携帯電話関連市場は、国内携帯端末の出

荷台数の減少傾向の継続に加え、国内・海外市場において、スマートフォンの市場参入が進む等、

市場環境が急激に変化しております。 

そうした市場環境の変化の中、当社グループは、携帯端末の出荷台数に左右されない事業基盤

の確立を目指し、中期的な戦略を現在進めております。 

中期戦略において、ミドルウエア事業では、携帯端末以外のデジタル家電機器分野等への事業

展開を継続・拡大しており、一定の成果が現れ始めております。アプリケーション事業では、当

社グループの有する技術の対価として、デバイスからの収益獲得のみならず、サービス領域から

の収益獲得を目指し、継続的なサービス提供によるロイヤリティ収入や運用収入による収益基盤

の確立を進めております。 

そのような戦略の中、ＳＮＳ（ソーシャルネットワークサービス）等のサービス事業者におい

て、サービスプラットフォーム（Web サービスやゲーム等を開発する為に開発者が活用する基盤

技術）の需要が、今後ますます高まるものと想定し、国内の大手ＳＮＳ事業者対して、提案活動

を推進してまいりました。 

その活動の成果として、平成 22 年 4月には、携帯向けゲーム・交流サイト運営及び eコマース

事業を行なっている株式会社ディー・エヌ・エーが運営するケータイ総合ポータルサイト「モバ

ゲータウン」のモーションアバター（３Ｄアバター）における基盤技術として、当社グループの

MascotCapsule®ファイルフォーマットが採用され、同時にモバゲーオープンプラットフォームを

利用するモバゲーアプリ開発企業に対しては、当社グループの開発ツールを提供し、アバター構

築における「モバゲータウン」の基盤フォーマットとして活用されることとなりました。今後、

国内大手ＳＮＳ事業者である株式会社ディー・エヌ・エーとの関係を強化し、次世代３Ｄ環境の

開発、環境構築等を目的とした協業体制を推進し、中期戦略であるサービス領域からの収益基盤

の強化を実現することが、当社の企業価値の向上と既存株主の皆様の利益向上につながるものと

判断し、株式会社ディー・エヌ・エーを割当先に選定し、第三者割当増資を実施するものであり

ます。 

    

  

３． 調達する資金の額、使途及び支出予定時期 

（１） 調達する資金の額（差引手取概算額） 

調達する資金は、163,377,600 円であり、発行諸費用として登記費用（概算）600,000 円を差し引

いた差引手取額の概算は 162,777,600 円であります。 

 

（２） 調達する資金の具体的な使途 

上記の差引手取概算額162,777,600円につきましては、その全額を収益基盤の強化を目的として、

３D分野のソフトウエア開発の為の人件費、ならびにソフトウエア開発会社に対する業務委託費に充

当する予定であります。また、それぞれにおける内訳金額は現時点では未定であります。 

なお、具体的な使途については以下の通りとなっております。 

 

 

 

 



具体的な使途 金額（百万円） 支出予定時期 

１．アプリケーション事業において、サービス

事業者に対して提供するサービスプラット

フォーム（注）の一部である３Ｄグラフィ

ックス技術分野での新規ソフトウエア開発

にかかる開発人員の人件費 

２．上記ソフトウエア開発において、社内開発

人員の不足を補う目的で外部ソフトウエア

開発会社へ開発業務を委託する費用 

162 平成 22年 11 月から平成 24年 3月まで

（注）サービスプラットフォームとは、ＩＴサービスを実現させる基盤環境のことであり、ＩＴサービス事業者

が、ＥＣサイトやＳＮＳサイト等のネットワーク上のサービスを構築する際に必要となる基盤技術や機能

を提供するソフトウエア部品等を集めた基盤となるシステムを指します。 

 

 

４． 調達する資金使途の合理性に関する考え方 

 本第三者割当増資の資金使途については、アプリケーション事業にいて、サービス事業者に対して

提供するサービスプラットフォームの一部である３Ｄグラフィックス技術分野での新規ソフトウエア

開発にかかる開発人員の人件費と、同ソフトウエア開発における外部ソフトウエア開発会社への業務

委託費に充当する予定であります。これによりサービス領域からの収益基盤をより強固なものとし、

当社グループの収益の向上につながり、結果として株主利益の向上が図られると考えており、今回の

資金使途には十分な合理性があるものと考えております。 

 

 

５． 発行条件等の合理性 

 （１）払込金額の算定根拠及びその具体的内容 

本第三者割当増資の 1株あたりの発行価格は、割当先との協議の結果、102,111 円としました。 

これは、本第三者割当増資に係る発行決議日の直前営業日から遡る 3 ヶ月間（平成 22 年 8 月 12 日

から平成 22 年 11 月 11 日まで）の大阪証券取引所における当社株式の終値平均（円未満切捨て）を採

用したものです。 

平均株価を参考とした理由は昨今の株式市場の変動の大きさを鑑み、特定の一時点の株価を参考と

するよりも、一定期間の平均株価という平準化された値を基準株価とする方が、算定根拠として合理

性があるとの考えによるものです。 

発行決議日の直前営業日の終値は 101,700 円（発行価格との比較で 0.4％のプレミアム）、当該直前

営業日までの直近１ヶ月間の終値平均は 86,018 円（発行価格との比較で 18.7％のプレミアム）、当該

直前営業日までの直近 6 ヶ月間の終値平均は 142,988 円（発行価格との比較で 28.5％のディスカウン

ト）となっております。 

本第三者割当増資の１株あたりの発行価格の決定において、直近 6 ヶ月ではなく直近 3 ヶ月間の平

均価格を採用した理由としましては、当社の株価が、平成 22 年 1 月４日での終値 43,600 円から平成

22 年 4 月 15 日では終値 294,800 円まで短期間で大幅に上昇し、その影響から平成 22 年 7 月末まで高

水準を維持したことによります。その後、当社の株価は断続的に下落いたしましたが、直近 6 ヶ月間

の終値平均で算出した場合、上記の短期間での株価変動による影響を大きく受けた期間を含むことか

ら発行価格には採用しないことといたしました。直近 3 ヶ月間の終値平均については、直前営業日終

値及び直近１ヶ月間の終値平均に対し価格が上回っていることから、有利発行には当たらないと判断

し、直近 3ヶ月間の終値平均を発行価格とし採用したものであります。 

また、発行価格の適法性については、監査役会から、当社株式の価値を表す客観的な値である株式

 



市場を基準にし、日本証券業協会の「第三者割当増資の取扱に関する指針」に準拠したものであり、

当社の直近の財政状態及び経営成績等を勘案し、上記算定根拠による発行価格は、適正かつ妥当であ

り、割当先予定先に特に有利でなく適法である旨の意見を得ております。 

 

 （２）発行数量及び株式の希薄化の規模が合理的であると判断した根拠 

 現在の当社の発行済株式総数は、29,010 株（総議決権数 29,010 個）、本第三者割当にかかる新株式

発行数は 1,600 株（議決権数 1,600 個）であり、現在の発行済株式総数の 5.5%（議決権数における割

合は 5.5%）に相当し、本第三者割当後における発行済株式総数は 30,610 株（総議決権数 30,610 個）、

本第三者割当後における発行済株式総数に対する割合は 5.23%（議決権数における割合は 5.23%）とな

り、一定の希薄化が発生します。 

 しかしながら、本第三者割当により、株式会社ディー・エヌ・エーとの協業関係を強化し、これに

よりサービス領域からの収益基盤の強化を図る事が出来ると判断され、長期的な視点からは既存株主

の皆様の利益にも資するものと考え、合理的であると判断しております。 

 

 

６． 割当先の選定理由等 

（１） 割当先の概要 

 

（１） 商号 株式会社ディー・エヌ・エー 

（２） 本店所在地 東京都渋谷区代々木四丁目 30 番３号 

（３） 代表者の役職・氏名 代表取締役社長兼 CEO 南場智子 

（４） 事業内容 携帯向けゲーム・交流サイトの運営等及び eコマース事業 

（５） 資本金の額 43 億 2887 万円（平成 22 年 9 月 30 日現在） 

（６） 設立年月日 平成 11 年 3月 4日 

（７） 発行済株式数 145,789,800 株（平成 22 年 9 月 30 日現在） 

（８） 決算期 3 月 31 日 

（９） 従業員数 連結：873 名（平成 22年 9 月 30 日現在） 

（10） 主要取引先 ＫＤＤＩ株式会社 

株式会社エヌ・ティ・ティ・ドコモ 

株式会社ウェブマネー 

ソフトバンクモバイル株式会社 

（11） 主要取引銀行 三井住友銀行 渋谷駅前支店 

三菱東京ＵＦＪ銀行 笹塚支店 

（12） 大株主及び持株比率 南場智子（14.84%） 

ソネットエンタテイメント株式会社（13.78%） 

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口）（7.20%）

日本マスタートラス信託銀行株式会社（信託口）（3.89%）

川田 尚吾（2.97%） 

（平成 22 年 9 月 30 日現在） 

（13） 当社との関係  

 資本関係 当社と当該会社との間には、記載すべき資本関係はありませ

ん。また、当社の関係者及び関係会社と当該会社の関係者及

び関係会社の間には、特筆すべき資本関係はありません。 

 人的関係 当社と当該会社との間には、記載すべき人的関係はありませ

ん。また、当社の関係者及び関係会社と当該会社の関係者及

 



び関係会社の間には、特筆すべき人的関係はありません。 

 取引関係 当社と当該会社との間には、記載すべき取引関係はありませ

ん。また、当社の関係者及び関係会社と当該会社の関係者及

び関係会社の間には、特筆すべき取引関係はありません。 

 関連当事者への該当状況 当該会社は、当社の関連当事者には該当しません。また、当

該会社の関係者及び関係会社は、当社の関連当事者に該当し

ません。 

（14） 最近３年間の経営成績及び財政状況 

 決算期 平成 20 年 3月期 平成 21 年 3月期 平成 22 年 3月期

 連結純資産 21,233 25,654 36,651

 連結総資産 32,847 37,335 55,273

 連結売上高 29,736 37,607 48,105

 連結営業利益 12,662 15,843 21,265

 連結経常利益 12,820 16,099 21,518

 連結当期純利益 6,776 7,956 11,371

 １株当たり連結当期純利益（円） 13,978.17 16,515.19 23,953.38

 １株当たり配当金（円） 1,800.00 1,800.00 3,600.00

(単位：百万円。特記しているものを除く。) 

 

 （２）割当先を選定した理由 

割当先については、上記２．募集の目的及び理由に記載のとおり、当社がサービス領域からの収益

基盤の確立を目指すにあたって、国内大手ＳＮＳ事業者への提案活動を行なった結果、株式会社ディ

ー・エヌ・エーに当社の技術を活用した MascotCapsule®ファイルフォーマットを採用いただいた事か

ら、同社との関係を強化し、協業を推進することが当社の企業価値の向上と既存株主の皆様の利益向

上につながるものと判断し、同社を割当先として選定いたしました。 

 

 （３）割当先の保有方針 

 本第三者割当に関しましては、関係強化の主旨に鑑み、長期的に継続して当社株式を保有する意向

であることを確認しております。 

 なお、当社は割当先に対して、払込期日から 2 年以内に当該割当新株式の全部または一部を割当先

が譲渡した場合には、譲渡を受けた者の氏名または名称および譲渡株式数等の内容を直ちに当社へ書

面により報告すること、当社が当該報告内容を大阪証券取引所に報告すること並びに当該報告書内容

が公衆の縦覧に供されることにつき、確約書を締結する予定であり、割当先よりその内諾を得ており

ます。 

 

 （４）割当先の払込に要する財産の存在について確認した内容 

 株式会社ディー・エヌ・エーが関東財務局に提出した直近の有価証券報告書（平成 22 年 6 月 28 日

提出）及び四半期報告書（平成 22 年８月 12 日提出）に記載の売上高、総資産額、純資産額、現預金

等の状況を確認した結果、本第三者割当の払込みについて問題のないことを確認しております。 

 

 

 

 

 

 

 



７． 募集後の大株主及び持株比率 

募集前（平成 22 年 9月 30 日現在） 募集後 

有限会社川端本舗 9.65% 有限会社川端本舗 9.15%

株式会社エヌ・ティ・ティ・ドコモ 6.34% 株式会社エヌ・ティ・ティ・ドコモ 6.01%

川端 一生 5.90% 川端 一生 5.60%

株式会社ドコモ・ドットコム 5.24% 株式会社ディー・エヌ・エー 5.23%

キヤノン株式会社 4.14% 株式会社ドコモ・ドットコム 4.97%

ダイワボウ情報システム株式会社 3.45% キヤノン株式会社 3.92%

株式会社アプリックス 2.90% ダイワボウ情報システム株式会社 3.27%

日本証券金融株式会社 2.15% 株式会社アプリックス 2.74%

矢部 幸喜 1.86% 日本証券金融株式会社 2.04%

ＳＭＢＣフレンド証券株式会社 1.45% 矢部 幸喜 1.76%

 

 

８．今後の見通し 

 平成 23 年 3 月期の通期の業績予想につきましては、連結、個別ともに平成 22 年 5 月 13 日に公表し

ました業績予想から変更はありません。 

 なお、今回の第三者割当による資金使途は、上記「３.（２）調達する資金の具体的使途」に記載の

使途を通じて、将来の業績に寄与するものと考えております。 

 

（企業行動規範上の手続き） 

企業行動規範上の手続きに関する事項 

本件第三者割当は、①希釈化率が 25%未満であること、②支配株主の異動を伴うものではないこと

（新株予約権又は取得請求権すべてが行使された場合であっても、支配株主の異動が見込まれるもの

ではないこと）から、大阪証券取引所の定める「企業行動規範に関する規則」第 2 条に定める独立第

三者からの意見入手及び株主の意思確認手続きは要しません。 

 

 

９．最近 3年間の業績及びエクイティ・ファイナンスの状況 

（１）最近 3年間の実績（連結）（単位：百万円） 

 平成 20 年/３期 平成 21 年/３期 平成 22/３期 

売 上 高 2,343 1,917 2,258

営 業 利 益 217 △100 67

経 常 利 益 又 は 経 常 損 失 （ △ ） 155､ △103 52

当期純利益又は当期純損失（△） 43 △275 △54

１株当たり当期純利益又は 1 株当た

り 当 期 純 損 失 （ △ ） （ 円 ）
1,557.35 △9,652.38 △1,897.07

１ 株 当 た り 配 当 金 （ 円 ） ― ― ―

１ 株 当 た り 当 純 資 産 （ 円 ） 79,474.58 68,399.25 66,669.81

 

 

 

 

 

 

 



（２） 現時点における発行済み株式数及び潜在株式数の状況（平成 22 年９月 30 日現在） 

種類 株式数 発行済株式数に対する比率 

発行済株式数 29,010 株 100%

現時点の転換価額（行使価額）

における潜在株式数 
3,765 株 12.9%

下限値の転換価額（行使価額）

における潜在株式数 
― ―

上限値の転換価額（行使価額）

における潜在株式数 
― ―

 

（３） 最近の株価の状況 

① 最近３年間の状況 

 平成 20 年３期 平成 21 年３期 平成 22 年３期 

始値 162,000 円 29,950 円 29,600 円

高値 766,000 円 191,000 円 269,900 円

安値 97,200 円 24,000 円 27,200 円

終値 171,000 円 28,450 円 30,000 円

 

② 最近６か月間の状況 

 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 

始値 160,100 円 159,000 円 142,000 円 98,500 円 105,100 円 103,600 円

高値 288,900 円 225,800 円 189,200 円 152,500 円 128,600 円 107,300 円

安値 200,433 円 153,600 円 138,200 円 91,000 円 103,400 円 79,600 円

終値 150,200 円 160,100 円 140,700 円 93,500 円 104,700 円 79,600 円

 

③ 発行決議日の前日における株価 

 平成 22 年 11 月 11 日現在 

始値 102,800 円

高値 104,700 円

安値 99,100 円

終値 101,700 円

 

（４） 最近３年間のエクイティ・ファイナンスの状況 

該当事項はありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

10．発行要領 

（１）発行新株式数 普通株式 1,600 株 

（２）発行価額 １株につき 102,111 円 

（３）発行価額の総額 163,377,600 円 

（４）資本組入額 １株につき 51,055.50 円 

（５）資本組入額の総数 81,688,800 円 

（６）募集又は割当方法 第三者割当の方法によります 

（７）申込期日 平成 22 年 11 月 29 日 

（８）払込期日 平成 22 年 11 月 29 日 

（９）割当先及び割当株式数 株式会社ディー・エヌ・エー  1,600 株 

（10）その他 該当事項はありません 

 

以 上 

 


